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1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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 本学学生は、在籍する 2 年間において「こどもと音楽Ⅰ」「こどもと音楽Ⅱ」「こどもと
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筆者が担当する「生活情報処理Ⅰ（前期開講科目）」では、一般的な保育用務、園務に必




力速度が遅い学生も見られる。Web 閲覧や SNS などはスマートフォンで十分だが、現状、
仕事の全てをスマートフォンで行う事は難しい。保育用務、園務面において、パソコン活
用は様々見られるため、基本的な操作技能は必須である。後期開講科目「生活情報処理Ⅱ」
では、教育面での ICT 活用技能の獲得を目指し、ICT 教材制作技能と ICT 教材活用技能
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にある。本調査について、スクーリング参加者 43 名（こどもと音楽Ⅰの履修生 45 名）、
回答者数は 43 名であった。  
 高等教育機関へ進学するまでの音楽への関わり方は、個人によって大きく異なりを見せ
る。小学校過程の音楽の標準授業時数は小学 1･2 年 68・70、小学 3･4 年 60･60、小学 5･
6 年 50･50 となっており、週当たりのコマ数では小学 1･2 年 2、小学 3･4 年 1.7、小学 5･
6 年生 1.4 である。中学校過程では、中学 1 年 45、2･3 年 35 となり、週当たりのコマ数
では、中学 1 年 1.3、中学 2･3 年 1 である 6）。小学 1 年生週 2 時間から徐々に減少し、中




校において音楽は、芸術教科（音楽・美術・工芸・書道）の選択科目（2 単位）の 1 つと




表 1 音楽（ピアノ実技）に対する事前調査 
１．あなたが目指す資格・免許は？  
①  保育士  ②  幼稚園教諭  ③  音楽療法士  ④  学童保育指導員  
２．あなたが一番就きたい職種は？  
①  保育士  ②  幼稚園教諭  ③  音楽療法士  
④  学童保育指導員  ⑤  まだわからない  ⑥  その他（自由記述）  
３．入学前、ピアノなど鍵盤楽器を習ったことがありますか？  
① ピアノ経験あり（経験歴記述） ② エレクトーンなど経験あり（経験歴記述） ③  鍵盤楽器経験なし  
４．現在、あなたはピアノ等の楽器または歌などを習っていますか？  
①  はい（習っている楽器記述／レッスン頻度記述）  ②  いいえ  
５．高等学校の授業で音楽を選択しましたか？  
①  選択した  ②  選択しなかった（選択芸術科目記入）  
6．音楽系のクラブなどに所属したことはありますか？また演奏可能な楽器はありますか？  
①  はい（クラブ名、楽器名記述）  ②  いいえ  
７．今までにバイエルを弾いたことはありますか？  
①  はい（弾いたことのある番号記述）  ②  いいえ  
８．バイエル以外で弾ける曲はありますか？  
①  はい（難易度が一番高い楽曲記述）  ②  いいえ  
９．これから自宅でピアノを練習する時に使用する楽器は何ですか？  
①  ピアノ  ②  電子ピアノ・キーボード  ③  ない  
10．自宅でピアノを練習する環境はどのような環境ですか？  
①  自由に練習できる環境  ② ヘッドフォン（消音）で練習する環境 ③  練習出来ない環境（理由記述） 
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質問 5 の、高等学校の授業で音楽を選択した学生は 19 名、質問 6 の音楽系クラブなど
に所属した経験があると回答した学生は 12 名であった。音楽の選択をしなかった、及び







質問 9・10 において、自宅で練習する時に使用する楽器については、①ピアノが 14 名、
366
                                                            鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
                                               人文科学・社会科学編 第 2号 2019 
神谷 勇毅，保育者養成課程における科目連携を通した教育強化 
②電子ピアノ・キーボードが 27 名、③ないが 3 名であり、1 名が①と②を兼ねている。ま
た、自宅で練習する環境は、①自由に練習できる環境が 30 名、②ヘッドフォンなどで練習





 「生活情報処理Ⅰ」において、4 月初回の授業時に表 2 で示すアンケート調査を行って
いる。調査の目的は、日常的にどの程度「パソコン」を使っているか、タイピングの習熟
度、各種オフィスソフトウェアの基本的な技能をどの程度備えているかを知るところにあ








入力速度調査も行っている。平成 30 年度調査の使用問題は、第 113 回（平成 29 年 12 月）
日本情報処理検定協会日本語ワープロ検定試験、１級問題（速度）を用いた 8）。入力時間
は、検定試験同様に 10 分で実施している。本学で行う情報学演習授業は、タイピングを修  
表 2 パソコンに対する習熟度調査  
１．入学直近１年間のパソコンの利用頻度  
１）週に１回以上使っている  ２）1 ヶ月に１回以上使っている  
３）3 ヶ月に１回以上使っている  ４）ほとんど使っていない  
２．タッチタイピングの習熟度  
１）ほとんどできる  ２）習ってだいたいできる  
３）習ったができない  ４）習っていない、できない  
３．各ソフトウェアの習熟度  
－Word 
文章の作成  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
表や罫線の利用  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
図やグラフの貼り付け  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
－Excel 
表の作成  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
グラフの作成  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
関数の利用  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
－Power Point 
スライドの作成  ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
スライドを利用した発表 ほぼできる  少しならできる ほとんどできない できない  
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答 2（習ってだいたいできる）であり、その回答人数は 24 名であった。概ね、パソコン利
用頻度が回答 1（週に 1 回以上）または 2（1 か月に 1 回以上）と回答した者は、タッチタ
イピングの習熟度も回答 1（ほとんどできる）、または 2（習ってだいたいできる）と回答
する傾向にある。パソコンを 1 か月に 1 回以上使用する（回答 2，1）と回答した群を「（パ
ソコンを）比較的使用する群」とし、1 か月に 1 回未満（回答 3，4）と回答した群を「（パ
ソコンを）あまり使用しない群」とした場合、比較的使用する群は 17 名、あまり使用しな
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 表 3 は本研究の考察の基となった音楽、情報学の学習過程を比較したものである。学生
個人の特定を避けるために、ランダムにデータソートを行い、データを一部抜粋し提示し
てある。音楽では、バイエルの進捗を初回と授業が 3 回終了した時点で記録を取っている。






なった。先に示した進捗が一番大きい学生（56 番進む）の入力速度は 942 文字と、クラス
内でも上位に位置していた。このアプローチからも、科目連携を図る事で教育効果を高め
る事が期待出来ると考える。  

















12 1 14 1 3 2 109 4 4 
23 1 79 5 5 56 942 1 2 
44 2 60 3 9 16 539 3 4 
72 3 81 4 12 9 393 4 4 
78 4 78 4 1 0 498 4 3 
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